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液付斗）＼態に低！：日刊と~；；j ／ご1刊1:1 の 2fi官制があることが
発見されている
















































































離が図に太矢印で示 した長さをと りやすいとい うこと を指
図4高分子ではどうだろうか？
先述の結果を受け，筆者らは， 「この液体一液体相転移が高
分fでも起こ るのでは？」と考えてみた J:l). その発端は，
ンのキI＇！凶にあった．液体リンの相転移が発見された当時， ｜玄1
2の融解曲線は圧力に対して緩やかな極大をもっと考えられ
ていた． 「融解山線に幌大をもっ」 ということは，図 3のよ
うに極大の前後で、融解後の体積変化の仕方が逆になることを す．この長さは，fHIJ鎖の大きさや形状によって決ま る長さで，
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